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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月1日(2018.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面（１０２）を有する基板（１０１）と、
　存在する場合には、基板表面（１０２）上の細胞（１０３）に光波を照射するように配
置された光源（１０４）と、
　細胞に照射することにより発生した光学的信号を検出するように配置されたセンサ（１
０５）と、
　電子回路と、を含み、
　基板表面（１０２）は、電子回路に接続されたマイクロ電極アレイ（１０６）を含み、
　電子回路に接続されたマイクロ電極アレイ（１０６）は、細胞からの電気生理学的信号
を検知するように構成されたことを特徴とする、細胞上において医薬スクリーニングを行
うためのレンズフリー装置（１００）。
【請求項２】
　基板表面（１０２）は、光波を反射するための反射面であり、センサ（１０５）は、反
射された光波を検出するように配置されている、請求項１に記載のレンズフリー装置（１
００）。
【請求項３】
　基板（１０１）とセンサ（１０５）との間に配置され、細胞（１０３）に対して光波を
向けるように構成され、反射された光波を送るようにさらに構成された光束分離装置（１
０７）をさらに含む、請求項２に記載のレンズフリー装置（１００）。
【請求項４】
　センサ（１０５）は貫通孔（１０８）を含み、放射線源（１０４）は貫通孔（１０８）
を通して光波を放射するように配置される、請求項２に記載のレンズフリー装置（１００
）。
【請求項５】
　基板（１０１）は、少なくとも光学的信号に対しては透明であり、センサ（１０５）は
、基板（１０１）を通る光学的信号を検出するように配置される、請求項１に記載のレン
ズフリー装置（１００）。
【請求項６】
　基板表面（１０２）は、細胞の成長を制御するためのパターンを含む、請求項１～５の
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いずれか１項に記載のレンズフリー装置（１００）。
【請求項７】
　センサ（１０５）およびマイクロ電極アレイ（１０６）に電気的に接続され、検出され
た光学的信号と検知された電気生理学的信号との相関を取るように構成された処理ユニッ
ト（１１０）をさらに含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のレンズフリー装置（１
００）。
【請求項８】
　光源（１０４）は、異なる光波を放射するように構成され、それぞれの光波が異なる波
長範囲を有し、異なる波長範囲の光学的信号を発生させ、センサ（１０５）は、異なる光
学的信号を検出するために構成される、請求項１～７のいずれか１項に記載のレンズフリ
ー装置（１００）。
【請求項９】
　基板（１００）は、基板表面（１０２）上の細胞に候補医薬を供給するように構成され
た流体装置（１１１）を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のレンズフリー装置（
１００）。
【請求項１０】
　流体装置（１１１）は、異なる候補医薬を基板表面上の異なる位置にある細胞に供給す
るよう構成される、請求項９に記載のレンズフリー装置（１００）。
【請求項１１】
　細胞上において医薬スクリーニングを行う方法（６００、７００）であって、その方法
は、
　レンズフリー装置（１００）の基板（１０１）の表面（１０２）の上に細胞を準備する
工程（６０１）と、
　細胞を候補医薬に接触させる工程（６０２）と、
　光波で細胞を照射する工程（６０３）と、
　細胞を照射すること（６０３）によって発生した光学的信号を検出（６０４）および記
録する工程と、を含み、
　その方法は、細胞の電気生理学的信号を、マイクロ電極アレイ（１０６）によって、検
出（６０５）して記録し、同時に光学的信号を検出（６０４）および記録する工程と、
　細胞における候補医薬の影響を測定するために、記録された光学的信号と記録された電
気生理学的信号との相関を取る工程（６０６）と、
をさらに含むことを特徴とする、細胞上において医薬スクリーニングを行う方法（６００
、７００）。
【請求項１２】
　記録された光学的信号を用いて、細胞の画像表現を再構成する工程（６０７）と、画像
表現と記録された電気生理学的信号との相関を取る工程と、をさらに含む、請求項１１に
記載の方法（６００、７００）。
【請求項１３】
　細胞を照射する工程（６０３）と、光学的信号を検出（６０４）および記録する工程と
、電気生理学的信号を検出（６０５）および記録する工程と、光学的信号と記録された電
気生理学的信号との相関を取る工程（６０７）とは、異なる波長範囲の光波を使用して（
７０１）、少なくとも１度は繰り返される、請求項１１～１２のいずれか１項に記載の方
法（７００）。
【請求項１４】
　相関信号を使用して細胞を数えることをさらに含む、請求項１１～１３のいずれか１項
に記載の方法（６００、７００）。
【請求項１５】
　心臓細胞上において医薬スクリーニングを行うための、請求項１～１０のいずれか１項
に記載のレンズフリー装置の使用、または、請求項１１～１４のいずれか１項に記載の方
法の使用。


	header
	written-amendment

